
研修が始まる前に、ご確認ください。
 【名前の変更】 「所属組織名 氏名」（例:〇〇社協 ○○）
参加者の一覧の自分にカーソルを合わせ、右上「・・・」で名前の変更をしてください。

 【音声】 基本「音声なし（ミュート）」、発言時は「音声あり（解除）」
画面下部、左端にマイクマークがあります。「ミュート」になっていることを確認してください。
発言の時は、クリックして「ミュート解除」に変更してから発言してください。

 【チャット】 （文字によるメッセージの送受信）
画面下部中央あたりの「チャット」をクリックすると、チャット欄が表示されます。
最下部に入力欄がありますので、文字を入力し「Enter」を押すと、メッセージが送れます。
事務局に連絡がある場合はチャットで連絡をしてください。
緊急連絡先:090-7238-5854 繋がらない場合:026-228-4244

 【画面共有】
ブレイクアウトルーム（グループ討議）中は、画面共有機能を使用することができます。

◎本日のルール

◎午前のプログラム

9:30 受付開始
9:50 事務連絡

ブレークアウトセッション デモンストレーション
10:00 【福祉教育推進セミナー】

「福祉教育ってなに??」・
「コロナ禍での福祉教育の実践について（全社協プログラム紹介）」

11:10 グループワーク
①本日の学び、福祉教育はなぜ必要なのか?
②実践の現状・工夫・悩み・意見
③全社協のコロナプログラムを実際に使う際のアイデア・工夫・妄想
④わからないポイント、疑問・質問（プログラム使用の考え方など）

11:45 まとめ・振り返り
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◎ブレイクアウトセッションについて

 9:50より（５分間）デモセッションを実施します。
（以下の確認をお願いします）
①グループ討議の進行:名簿に☆印がついている方
上記の方が出席していない場合は、各グループ内で決めてください
②自己紹介をしてください
研修中のグルーワークの時間を確保するため、ご協力お願いします

 グループワーク
①ワークシートはメモ用紙として、お使いください。
研修終了後提出してください。走り書きで結構です。
②４つの指標に沿って、話し合いをしてください。
ワークシートは埋めなくてもいいので、話し合いをしてくだい。

◎セミナー終了後について

 メモ用紙のグループワークシートを提出してください。（必須）
提出先 E-mail:machivc-entry@nsyakyo.or.jp

FAX : 0262280130

 Googleフォームよりアンケートをご回答ください。（必須）
研修終了後にメールにてご案内させていただきます。

 提出していただいたワークシート、アンケートについては事務局でとりまとめ
フィードバックに使用します。

3

4

2



＜「ともに生きる」を発信する＞

令和２年度福祉教育推進セミナー
日時：R2年11月25日（水） 10：00～12：00 会場：県下７会場、オンライン参加

原田 正樹
社会福祉学博士，社会福祉士
日本福祉大学 副学⾧（社会福祉学部 教授）

経 歴
⾧野県出身
明治学院大学卒業後、重度身体障害者療護施設、特別養護老人ホームで勤務の後、日
本社会事業大学大学院修了。横浜国際福祉専門学校、日本社会事業大学、東京国際大
学を経て、現在、日本福祉大学副学⾧
活 動
日本福祉教育・ボランティア学習学会会⾧、日本地域福祉学会会⾧、「広がれボラン
ティアの輪」連絡協議会副会⾧、⾧野県茅野市など地域福祉実践・計画等にかかわる。
専 攻
福祉教育論、地域福祉論
主な著書(共編著)
『ボランティア・市民活動実践論』ミネルヴァ書房
『地域福祉の学びをデザインする』有斐閣
『地域福祉の基盤づくり』中央法規
『コミュニティソーシャルワークと社会資源開発』CLC出版
『地域福祉援助をつかむ』有斐閣
『福祉２１ビーナスプランの挑戦（茅野市）』中央法規、他多数
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福祉教育のススメ

みんなでつながって、
みんなのちいきを育てたい

福祉教育に関する素朴な疑問を
原田正樹先生がわかりやすく解説！

そのプログラムは
目的と合っていますか？

監修  原田 正樹

Ver. 2020

保存版

「福祉教育」って、なに !?
 なにをすればいいの !?
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原田正樹先生にきいてみた！────────── ──3

　福祉教育って、なに !?─………………………………………………………… 3

　社協（社会福祉協議会）の福祉教育─……………………………………… 6

　SDGs と福祉教育─………………………………………………………………… 9

福祉教育の歴史─ ───────────────── ──10
　
福祉教育の実践に向けて───────────── ──12

福祉教育実践の参考例  ───────────── 16

　「みんなが幸せに暮らせるために」　飯田市社協─……………………… 16

　「雪堀りとうど塾」　飯山市社協─ ……………………………………………… 18

　「防災学習」─　安曇野市社協─……………………………………………………… 20

もくじ

はじめに
　「福祉教育」は社会福祉協議会（以下、社協）を中心に学校や地域をはじめ、様々なところで取り組ま
れています。
　長野県では全国に先駆けて1980年に開催された第29回長野県社会福祉大会において「長野県福祉教育
大綱」が決議・採択され、翌年に開催された第30回長野県社会福祉大会では「福
祉教育」の推進宣言がなされました。その頃から40年経った今でも、福祉教
育の推進は「長野県地域福祉支援計画」の重点取組テーマにも挙げられている
ように地域共生社会の実現に向けた重要な取り組みとされています。
　しかし、それぞれの組織で福祉教育の担当が変わるにつれ、「福祉教育とは」
や「なんのための福祉教育か」などが曖昧なままになってしまっている現状や、
担当者だけが福祉教育に携わっているという現状があります。
　本書は、2018年度に発行した「福祉教育のススメ」に続き、「ふだんのくら
しのしあわせ」の実現に向けて「福祉教育ってなんだろう？？」ということを
考える参考にしていただくために作成したものです。
　ベテランのみなさんも新人のみなさんも
　もう一度改めて　　　　　　　　　　　　　　について考えてみませんか？ふ だんの く らしの し あわせ
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原田正樹先生に
聞いてみた！

　まず、「福祉教育」は──　　　　　　　　　　　　　　をつくるための学びです。
　そして、ふだんのくらしのしあわせを実現するためには、その主人公は僕なんだ！ 
私なんだ！と我が事にすることがとても大切です。
　子どもたちに「福祉ってなんだと思う？」と聞いてみると、手を挙げて答えてくれ
るのは障がい者や高齢者のことばかりです。それは、子どもだけでなく、親や社会が
「福祉＝障がい者や高齢者、困った人を助けてあげること」と他人事に考えているか
らです。
　では、我が事にするにはどうしたらいいのでしょうか。
　たとえば、自分が一度も訪れたことのない場所で事件や災害が起きても、「ああ大
変だね」と終わってしまうことが多いと思います。しかし、一度でも訪れたことのあ
る場所で起きると、「大丈夫かな」と心配する気持ちが湧いてきます。それと同じよ
うに、福祉も何かのきっかけやふれあい、関わりが少しでもあれば、我が事になって
いきます。
　福祉教育は、ふくしを我が事にするきっかけづくりでもあるのです。

＊プロフィール 
長野県出身。社会福祉学博士・社会福祉士。日本地
域福祉学会会長。全国社会福祉協議会ボランティア・
市民活動振興センター運営委員、厚労省の地域共生
社会地域力強化検討会座長などを務め、全国各地の
地域福祉実践にかかわる。著書多数。

日本福祉大学副学長
日本福祉教育・ボランティア学習学会会長

原田 正樹 氏

	 

ふ だんの く らしの し あわせ

「福祉教育」
って
何ですか ?

なるほど。
では福祉教育の
取り組みって
何ですか？

　ふだんのくらしのしあわせを地域で実現するために、みんなで考えたり何かに取り
組んだり……。様々なことが福祉教育につながっています。
　「社会教育」「生涯学習」「学校教育」「家庭教育」など様々な言葉がありますが、フィー
ルドが少しずつ違うだけで、それらすべてに共通項があり、福祉教育も同様です。
　取り組み自体は福祉教育が目的ではなくても、参加者の「学び」を意識して展開す
ることで福祉教育になることもたくさんあります。取り組みのプロセスや内容をみん
なでリフレクション（熟考）することで新たな学びや気づきが生まれます。その気づ
きが共有化されると新たな課題がだんだん見えてくる。「今度はこう工夫して改善し
ていこう」といった課題解決に向けての動きが出てきます。こ
のような、みんなにとってより良い取り組みになるような動き
や、学びが出てくることも福祉教育につながります。

平成24年4月
全国社会福祉協議会／全国
ボランティア・市民活動振
興センター　発行

上記については、『地域福祉は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる』
で『福祉教育機能』と整理されています。

福祉教育って、なに !?
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　1980年にWHO（世界保健機関）が ICIDH（国際障害分類）を作成
し、疾病や病気から「機能障害」が発生し、それが「能力低下（できな
いこと）」を引き起こし、「社会的不利」をもたらすという障がいの階層
構造を提案しました。そんななか、「できないこと（不自由さ）」を体験
してみようと始まったのがアイマスク体験や車いす体験といった疑似
体験です。子どもたちが普段感じないことを体験できるため、障がい
者への関心や啓発を進めようと学校を中心に多くの場所で取り組まれ
るようになりました。
　疑似体験に対し、当事者の方からは「できないことだけが私たちの
全てではない」「体験しただけで障がい者のことがわかるのか」という
批判を受けるようになったものの、子どもたちからは「大変さがわかっ
たので自分たちが手助けしたい」「声をかけてあげたい」というような感
想が多かったため、“良い取り組み”として継続されていきました。そ
して社協も、「先生たちが積極的に取り組んでくれるなら」と疑似体験
を後押しし、「体験プログラム＝疑似体験」というイメージがつくられ
ていったのが1980年代～ 90年代です。

当事者の話は当事者の言葉で
　当事者との交流などの場合、気をつけたいことは当事者以外の人─が話をしてし
まうことです。人それぞれ話したいことや話し方は様々です。
　「当事者の思い」「生活の様子」を当事者でない学校の先生や社協の職員がわかっ
た気になって話すと伝わる内容が変わってしまいます。聞いた話を代弁するのでは
なく、当事者が伝えるようにしましょう。

プログラムの内容と目的の不一致
　たしかに、福祉教育の取り組みというとまず思い浮かぶのが、疑似体験プログラム
（ex.─車いす体験、アイマスク体験、高齢者疑似体験など）です。学校を中心に様々
な場所で取り組まれています。しかし、疑似体験を実施する際、そのプログラム内容
は目的と合っていますか？　例えば、車いす体験をする際に目的が「介護技術を学
ぶ」であって、車いすの扱い方や介助の仕方を学ぶ、ということであれば車いすに
乗ってみる体験をしなければなりません。
　では、目的が「障がいを理解する」であった場合はどうでしょう。車いす体験だけ
で『障がい』について理解ができるでしょうか？この場合「障がいのある人はこんな
に大変なんだ」というような負の部分しか伝わりません。

　その後、2001年にWHOが ICIDHの改訂版として ICF（国際生活
機能分類）を作成しました。これは「何ができないか」ではなく「何がで
きるのか」というストレングス（力・強さ）を重視するとともに、障がい
は病気や疾病が原因ではなく、社会的障壁である「環境因子」に問題
があるという考え方をするものです。
　この考え方が広まっていくなかで福祉教育のプログラムも、「できな
い」体験をする疑似体験ではなく「当事者の語りを大切にする」または
「生活を知る」というプログラムが少しずつ広がっていったものの、“良
い取り組み”として実施されてきた疑似体験の何が課題かが浸透して
いないため、現在まで変わらず実施しているところも多くあります。
　参加者にどのような福祉観を育んでもらいたいのかを考え、「できな
い」ことを知る疑似体験だけで終わるのではなく、「できる」ことにも
着目したり、当事者の語りや対話、交流体験などと併せて実施するな
ど、障がいに対してプラスなイメージも持てるようなプログラムを実施
していってほしいと思います。

なぜ疑似体験プログラムがよく取り組まれるようになったのでしょう？

　プログラムに疑似体験を取り入れるのなら、目的に合わせて当事者を招いたり、
映像や写真のような資料を活用することも重要です。実践を通して参加者に何を感
じてほしいのかを明確にし、目的に合ったプログラムを考えましょう。

新たな学びや
気づきが生まれる
良いプログラムは
ありますか？

　福祉教育には、「これをすればいい」という正解や公式がありません。ふだんのく
らしのしあわせをどのように地域で実現していけばいいのかということをみんなで考
えていくのが福祉教育です。みんなで考えていくプロセスでは、自分にとってのふく
しの価値を伝え、参加者それぞれの価値をつくっていくことが必要です。
　価値を伝えるということは、伝える側のふくしについての考えや経験が表現されま
す。これは学校の先生も苦手なことです。みんな同じ人間だ、だけでは子どもたちは
納得してくれません。
　一方で、正解があり、わかりやすいのが「技術」を伝えることです。車いすの押し
方や点字、手話など、目に見える技術のほうが伝えやすい。そのため、福祉教育とし
て何をすればいいのか分からない人ほど、介護技術を学ぶようなプログラムをする傾
向があります。

福祉教育というと
よく疑似体験
プログラムが
挙げられます
よね？
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　以前お会いした小学校の先生が、事前学習をたくさんしなければいけない「慰問型」プログラムをやめてお年寄
りから教わるというプログラムに変えた途端、交流が自然に増え、子どもたちも楽しくなり、「老人ホームはまる
で博物館みたい」と表現されていました。施設には高齢者の方が大勢いらっしゃって、それぞれの経験と知恵がつ
まっているわけですね。
　施設の職員さんたちは「福祉教育が利用者の生きがいになる」とおっしゃっていました。こうなると受け入れる
負担が減り、本来業務の一部という認識に変わっていきます。

「慰問型」プログラムから個と個をつなぐプログラムへ
　一方が何かを “してあげる ”のではなく、一人一人が会話しながら一緒に時間を過
ごすプログラムを。
　高齢者施設であれば、お年寄りから何か教わるというプログラムでもいいですし、
一人一人がペアになって何か共同作業をしてみるというのもいいと思います。訪問し
ている時だけで関係性が終わってしまうのではなく、お互いに役割があり、「また会
いたい」「もっと話したい」と思えるようなプログラムにしましょう。─

施設側と訪問側、利用者と訪問者の思いを共有しよう
　施設に行くとき、学校などの訪問側が全て事前準備をしていくのではなく、先生が
子どもたちに教えたいことと、施設側が利用者にとってどのような福祉教育がいいの
かという希望を共有し、お互いの関係づくりと学び合いの場になるような福祉教育の
プログラムをつくっていくことが大切です。プログラムの内容を考える際は、実際に
交流する利用者と訪問者（子どもなど）の希望を聞いてみるのもいいですね。

福祉施設を福祉教育の拠点へ！
　施設での福祉教育は、わざわざ新しい取り組みをする必要はありません。実習生の
受け入れやお祭りでのボランティアの受け入れ、地域との交流など、既に取り組んで
いることを福祉教育として整理すればいいのです。
　ただし、今まで通り行うのではなく、社協も関わって福祉教育の視点を取り入れる
こと、リフレクションをみんなですることが重要です。

＋
ちいき×福祉教育

がっこう×福祉教育

かてい×福祉教育
　これまでの福祉施設は学校が子どもたちを送りだし、施設が受け入れると
いう受け身でした。しかし、社会福祉法人の制度改革が行われ、地域貢献を
していかなければいけないと法律で定められ、その地域貢献活動の例示の中
に福祉教育が位置付けられました。
　今、福祉施設は受け入れ側ではなく、むしろ施設こそが学校や地域に働き
かけて福祉教育を推進していこうという動きを全国的につくろうとしている
のです。

福祉施設での
福祉教育は
何をすれば
よいのでしょう？

施設が
受け身にならない
プログラムって
何ですか？

しせつ×福祉教育
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社協（社会福祉協議会）の福祉教育

福祉教育の価値をもって“地域を育てる”ことが社協の役割
　社会福祉法第109条及び第110条にあるように、社協は「地域福祉の推進を図ること
を目的とする団体」です。
　地域福祉とは、それぞれの地域において人びとが安心して暮らせるよう、地域住民
や公私の社会福祉関係者がお互いに協力して、地域社会の福祉課題の解決に取り組む
ことです。
　社協がやらなければならない地域づくりというのは、介護保険や生活困窮のサービ
スを整えることだけではありません。このようなサービスは社協以外の団体でもでき
ますが、福祉教育の価値をもって “ 地域を育む ” のは社協がやるべきところです。ふ
だんのくらしのしあわせを実現するために一人一人の意識を変えていくということが
福祉教育であり、地域づくりにつながりますので、福祉教育を大事にできない社協は
サービスを提供するだけの組織になってしまいます。

福祉教育は担当者だけのものではありません
　「福祉教育の事業」とは、福祉教育そのものを目的にしたもので、事業計画に基づ
いてふだんのくらしのしあわせの実現に向けて実施される事業です。
　社協の実施する事業には、福祉教育そのものを目的としていなくても、担当者が実
施する過程で参加者の「学び」を意識して展開することで、福祉教育になる事業が多
くあります。例えば、サロン活動そのものは福祉教育が目的ではなくても、実施して
きたプロセスをどこかでリフレクションすることによって学びが生まれます。その学
びが出てくることを「福祉教育の機能」という言い方をします。
　「福祉教育の事業」と捉えると “担当者だけが取り組むもの ”という意識になってし
まいますが、「福祉教育の機能」として捉えると地域福祉のすべての活動に福祉の学
びがあり、福祉教育は担当者だけのものではないという意識に変わります。
　また、「福祉教育の機能」は社協の事業だけでなく、学校や地域など様々な場所で
取り組まれている活動も同様です。活動の振り返りをする際、成果や実績の報告だけ
でなく、活動のプロセスのなかで「どのような気づきがありましたか」というような
問いかけが学びを生み、「福祉教育の機能」になるということがわかると、リフレクショ
ンを大切にできると思います。

なぜ社協が
福祉教育を
推進している
のでしょうか ?

なぜ社協が
福祉教育を
推進している
のでしょうか ?

社協の福祉教育
事業以外も
福祉教育に
関係がありますか？

「住み慣れた地域」から「安心して暮らせる地域づくり」へ
　「住み慣れた地域に暮らし続けられるようにしよう」というのが昔の社協の合言
葉でした。
　今、住み慣れた地域に暮らし続けたいという住民がどれだけいるのでしょうか。
地域のなかには、より便利で快適なところに移り住みたいという住民もたくさん出
てきているのではないでしょうか。そうなると、昔の合言葉のまま、住み慣れた地
域で暮らし続けたいというテーゼ（定立）だけの社協は取り残されていき、地元の
人しか相手にしないということになってきてしまいます。どちらの住民も地域の一
員として社協は考えねばなりません。
　これら２つの住民層の共通項は何かというと、「安心して暮らしたい」というこ
とであり、住み慣れた地域かどうかは別です。地域共生社会とは、地域のなかの多
様性を認め合い、かつ誰一人として取り残さないというこれからの哲学です。
　社協の本質やミッションは時代に沿って変えていかなければなりません。
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社協はみんなのコーディネーター役です！
　福祉教育は学校、地域、家庭、施設など様々な場で取り組まれており、実践者も参
加者も含め様々な立場の人が関わっています。よりよい福祉教育を推進するためには、
それぞれの思いや目的をしっかりと共有する必要があります。
　毎年学生が施設訪問をしている学校と施設のような、すでに関わりのある方々でも
未だに壁がありますし、これまでに関わりが無い場合は関わるきっかけが必要です。
社協のつながりを活かし、コーディネートしていくことも社協の大事な役割です。

「福祉教育の機能」の例  〜学習会や研修会編〜

目的は「去年と同じ」で終わらせない
　福祉教育の実践内容や目的について「去年と同じで」とか「いつもどおりに」とおっ
しゃる方がいます。担当者が変わることもあれば、実施する場所や参加者も変わり
ます。もちろん、参加者が去年と違うため同じ目的・同じ内容で実施したいという
場合もありますが、去年と同じでどうしたいのかを明確にするようにしましょう。

他機関協働に
おける
社協の役割は
何ですか？

コーディネーターがつなぎ役となり、
地域のみんなで居場所づくりがスタート！

「ふだんのくらしのしあわせ」の実現に向けた
気づきや行動を促す場づくりも

「福祉教育の機能」であり
福祉教育実践の一つです。

学習会・研修会を開催
テーマ「まちづくり」「助け合い」など

1
2

3

4

参加した住民が、その地域の一人暮らし
の方に関心を持ち始める

こんなにも一人暮らしの人がうちの町に
いたんだと住民が気づく。

一人暮らしのふだんの暮らしの様子をお伺いすると……
「毎日テレビばかり見ている」「何日も人と話していない」
という声を聞くことができた

「地域に居場所があるのは大事」という気づき
が生まれ、週1回居場所をつくろうという提案
が住民からなされる
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社協の中で福祉教育の位置づけが軽視されているのかも!?
　社協では、“まずはボランティアから ”という感じでボランティアセンターが新人
さんの仕事になることが多いように思います。新人が地域福祉を学ぶうえで、ボラン
ティアや福祉教育実践をするのはとても大切なことです。
　しかし、社協の中でボランティアや福祉教育の位置づけが軽視されているのではな
いかという点については問題です。
　「地域福祉は、福祉教育ではじまり、福祉教育でおわる」という社協の先輩たちが
語り継いできた言葉があるように、ボランティアや福祉教育は地域福祉の一番大事な
部分なので、若いうちに経験することは決して悪いことではなく、むしろすごく大事
です。新人さんが困った時にベテランの人たちがスーパーバイズできる環境で経験を
積めればいいのですが、社協全体でボランティアや福祉教育の位置づけが薄まってい
るなかで、新人の研修というイメージでそこに配置しているというのが実態としてあ
り、組織内外でもだいぶ温度差があるような気がします。社協組織全体で福祉教育に
取り組むことが重要です。

地域の人との関わりを大切にすること
　「地域で学ぶ学校の福祉教育」を例に考えてみます。
　もし、お父さんお母さんが何らかの事情で移り住んできた地域であっても、子ども
達にとっては、いま暮らしているその地域がふるさとです。地域のおじさんおばさん
やいろんな人に大事にしてもらったという原風景が子どもたちのふるさと意識を育み
ます。地域の歴史とか仕組みとか、社会科でやるようなことだけではなくて、地域の
人たちに子どもたちが関わって、いろんなことを教えてもらった、よくしてもらった
という体験をたくさんつくってあげることが、30年後や40年後に自分の地域を大事
にできる子どもたちを育てることにつながったり、地域にお世話になったという感覚
につながって、やがて地域に関わる意識につながっていくと思います。それは、そこ
に住んでいる人との関わりや関係性がつくれるかどうかということが大切になりま
す。
　そういう意味では、長野県の場合は、お祭りや伝統などをお年寄りや地域の人から
学ぶことはとてもいいと思います。
　福祉教育では、そういう地域の人たちとの関係や関わりを大切にするということが
一番大事なところだと思います。

失敗する経験とフォローをしてくれる環境が重要！
　本来は、共に生きる難しさや福祉教育ってなんだろうということを福祉教育の担当
者が一番考えなければなりません。なぜなら、これという正解がない福祉教育の価値
を伝えなければならないからです。価値を伝えなければならない時に、ただ先輩のや
り方や価値を真似て話すだけでは自分の価値はつくられません。価値を伝えるという
ことは、それまでの自分の経験や福祉についての考え方が全部そこに象徴されます。
わかりやすく伝えるためには一度頭の中を整理し、じっくりと考えなければなりませ
んが、福祉教育担当者でも、福祉教育以外にたくさんやらなければいけないことがあ
るためなかなか考える時間はとれないかもしれません。
　子どもたちは、偽善や建前で話をしている大人の言葉と、すごく心に響いて共感・
納得ができる大人の言葉とを言わないまでも見抜いています。素直な子どもの視点に
直面し、新人が福祉教育を通して子どもたちの前で失敗したり、うまく伝えられない
経験をすることで価値がつくられていきます。
　今ベテランの先輩方も、若い頃は失敗ばかりだったはずです。失敗しても良いとい
うことを新人さんに伝えていってほしいと思います。時には職場外にスーパーバイズ
を求めることも必要です。

話は変わりますが、
福祉教育担当者
はなぜ新人が
多いのでしょう?

とても重要な福祉
教育。だからこそ
悩みを抱える職員
もいらっしゃいます
よね。

では最後に、
福祉教育を進め
るうえで大事にし
なければならない
ことは何ですか？

8
12



ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)の土俵で
企業と福祉がつながるキーワードは「福祉教育」
　近年 SDGs の議論が持ち上がり、企業は10年後20年後生き残っていくために、持
続可能な社会をどう創っていくかという経営戦略として SDGs を捉えています。一
方で福祉関係者は、貧困や差別をなくそうといった SDGs の17の目標は「そもそも福
祉がやっていたことと同じだ」とまだあいまいな捉え方をしています。社会福祉協議
会が30年後生き残っていられるのですかと問われたとき、持続可能なことにするた
めに社協としてどう改革しなければならないのかを SDGs の視点で本気で経営戦略
を考えている社協は少なく、企業との間には温度差があります。
　企業の社会貢献は、様々なメセナや本業の＋αという形で昔からあります。福祉と
一緒に何かすることもありますが、以前とある企業の社長さんが、「企業側からする
と福祉の人からは『寄付をしてくれ』とか『人手を出してくれ』とたかられているみた
いだ」とおっしゃっていました。たしかに、福祉関係者は企業と対等だと言いながら
対等でないところがありました。
　ただ、持続可能な社会にしていくために「福祉ができること」「企業ができること」「い
ろいろなセクターができること」を議論するなかで、初めて福祉と企業が同じ土俵に
立っている感じがしています。

　持続可能な社会を考えると、長野県でいえば過疎の問題があります。周辺の町や村
は人口減少が進む中、社協はどうするのか。SDGs の視点で持続可能な社会が成り立
つかどうかは、地域福祉では本当に切実な課題です。人口減少の中、やはり企業など
と一緒にやっていかざるを得ない流れが加速していくときに、社協が異業種をつなぐ
パイプや要になることが、社協として生き残っていく SDGs 的な戦略の一つになる
と思います。

S
エスディージーズ

DGs と福祉教育

　企業と福祉が SDGs という土俵の中で一緒に地域づくりをしていくのはとても
大事です。SDGs の目指す「『誰一人取り残さない』持続可能で多様性と包摂性のあ
る社会」は、ふだんのくらしのしあわせの実現にも共通する部分が多くあり、福祉
教育は今後共通のキーワードになっていくだろうと思います。

福祉教育の視点
で企業とつなが
ることはできます
か？

次のページでは、戦後以降の福祉教育の歴史を振り返り、
各地域で行われている福祉教育実践の元をたどります。

ＮＥＸＴ⇒福祉教育の歴史
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1945

1950

1960

1970
  

1980

◉徳島県「子供民生委員制度」創設
地域を基盤にした福祉教育実践の源流のひとつ。「す
べてのお友達を幸福にしましょう。」を目標に掲げた。

◉「国民たすけあい運動」開始
現在の「赤い羽根共同募金」。戦後、国民生活の困窮
を背景として開始。児童・青少年に対しては、募金活
動への直接的な参加よりも、福祉についての理解を深
めることを目指す広報活動が展開されていく。

◉青少年赤十字（JRC）復活
戦前からのJRCは戦時下に中断していたが、復活。団
の代表者は児童・生徒、教師は補導員（指導員）と位
置付けられ、国際的な人道支援への援助など、福祉
への意識を高める活動も多く含んでいる。

◉神奈川県「社会事業教育実施校」発足
実施主体は県の民生部。福祉教育の全国的なモデル
となった。

◉鳥取県八頭郡社協「社会福祉事業普及校」　　
設置（～ 1955年）

◉学習指導要領が改訂され、
　「道徳」が特設された
第2次世界大戦以前は「修身」という名で道徳教育が行
われていたが、終戦後、極端な国家主義・軍国主義
的だった修身は撤廃され、学校教育全体を通じて道
徳教育が行われるようになっていた。

◉大分県・徳島県で「善意銀行」発足
◉全社協「社会福祉協議会基本要項」策定

◉全社協「市町村社協当面の振興方策」策定
◉全社協「ボランティア育成基本要項」策定
このなかで、「市町村社協は、自らの実践活動を通じて、
地域住民の福祉思想の高揚、福祉知識の普及に努め
るとともに、地域内の関係機関団体と連携して、福祉
教育の推進を図ること」が明文化された。

◉全国社会福祉会議
東日本と西日本で委員会を組織し、福祉教育について
検討した。
─
◉全社協・全国ボランティア活動振興センター
　設置
◉ボランティア活動保険創設
◉国庫補助事業としての「学童・生徒のボラン
　ティア活動普及事業」開始
厚生省 ( 現在の厚生労働省 )を所管とし、学童・生徒
の頃から幼少者・高齢者・障害者等との交流体験など
の福祉体験活動を中心に、ボランティア活動を進める
ことで、子どもたちがさまざまな人 を々自然に受け入れ、
交流できる態度や福祉への関心を育むことを目的に実
施された。学校を中心とした福祉教育実践を全国各
地に定着させていくことになる。

1946

1947

1948

1950

1953

1958

1962

1968

1970

1977

◉「社会福祉普及校事業」開始
県社協が高等学校１校を指定し、生徒の活動の一
つとして社会福祉や社会保障制度についての調査・
研究が行われた。
目的：「児童・生徒が体験を通じて社会福祉への理
解と関心を高め、日常生活の中に相互扶助、社会
連帯の思想を浸透させる」

◉「社会福祉普及協力高等学校」設置
普及校事業の制度的確立とともに、指定校の拡大（8
校）、活動内容の充実をはかる。
目的：「将来、県民の中核となる高等学校の生徒を
対象として社会福祉への理解と関心を高めることに
よって相互扶助精神の昂揚をはかり、また生徒を通
して家庭のなかへ、この思想を浸透させることにな
り、福祉国家建設の素地をつくる」

◉「社会福祉指定高等学校」を
　「社会福祉普及協力校事業」に改称
協力校の指定枠が専門学校・短期大学に拡大された。

◉普及協力校として中学校指定開始
　
◉小中学生ボランティア新聞
　「やまびこだより」発行開始

◉「社会福祉普及協力校」に加え
　「社会福祉協力校 (3年継続 )」も実施

◉専門学校、短期大学の指定中止

◉普及協力校として小学校指定開始

1963

1966

1970

1975

1976

1977

1978

1979

福祉教育の歴史
全国的な取り組み 長野県の取り組み

現在各市町村社協で取り組まれている普及校
事業・協力校事業・補助事業等の元！
長野県における福祉教育の推進は全
国的に先駆けて行われたよ。

「社会福祉普及協力校事業」は、県下のほと
んどの市町村社協に普及したため、1980年
には市町村社協との連携の上に指定すること
に。その後、県社協が直接指定する事業は
1991年で廃止し、市町村社協の自主事
業へと転換。ここから各社協独自の名
称に変わり、今の事業になっているよ！

年代

SINCE1945〜 2020
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◉全社協・全国ボランティアセンターが　　　
　「福祉教育研究委員会」を発足
◉ WHO（世界保健機関）が「ICIDH（国際　
　障害分類）」を作成

◉「全国ボランティア学習指導者連絡協議会」結成

◉全社協・全国ボランティア活動振興センター
　「福祉教育セミナー」開催

◉文部省「道徳教育推進校」指定
◉「ボランティア活動振興基金」造成開始

◉国庫補助事業「福祉ボランティアのまちづく
　り事業（ボラントピア事業）開始

◉文部省「奉仕等体験学習研究推進校」
　指定開始 
児童生徒に奉仕等の体験的な学習を積極的に行わ
せ、道徳的実践力の育成強化を図るため、全国の小・中・
高等学校を対象に指定。「ボランティア」や「福祉」の語
は使われておらず、学習指導要領に示された「奉仕活
動」が使用されていた。

◉社会福祉関係八法改正
　「地域住民等の理解と協力（第3条の２）」が示され、
学校教育だけではなく、地域社会における福祉教育
の推進が提示された。

◉文部省「高校入試の内申書における
　ボランティア活動歴の積極的評価」の通達
これにより、地域によっては「ボランティア活動経験は
高校入試に有利」という情報が生徒・保護者に広がり、
中学生のにわかボランティアが急増した。

◉厚生省「国民の社会福祉に関する活動への参加の
　促進を図るための措置に関する基本的な指針」
福祉活動への理解を深めるため、幼少期から高齢期
に至るまで生涯を通じた福祉教育・学習の機会を提供
していく必要性が示された。

◉全社協・全国ボランティア活動振興センター
　「ボランティア活動推進7か年プラン」（第1次プラン）

◉阪神・淡路大震災（1月）
ボランティアへの関心が社会全体でいっそう高まった。
このことは、福祉教育への動機づけを強めることにも
なった。

◉「日本福祉教育・ボランティア学習学会」設立

◉学習指導要領が改訂。「生きる力」の育成が示
　された

◉WHOが「ICIDH」の改訂版として「ICF
（国際生活機能分類）を作成特定非営利活動促
進法（NPO法）施行
◉中央教育審議会「青少年の奉仕活動・体験活
　動の推進方策等について」提言
◉小中学校で「総合的な学習の時間」導入・実施

◉高校で「総合的な学習の時間」導入・実施

◉文部科学省「脱ゆとり教育」学習指導要領実施

◉地域共生社会の実現に向けて福祉教育の
　必要性が位置付けられた

1980

1982

1983

1984 

1985

1988

1990

1993

1995

1998

2001

2002

2003

2008

2017

◉第29回長野県社会福祉大会において
　「長野県福祉教育大綱」が決議・採択

─

◉長野市社協事業
　「サマーチャレンジボランティア」スタート
若者のボランティア活動への取り組みを広げること
が目的。この活動は全国の社協に広がり、「サマチャ
レ」「なつチャレ」等様々な名前で展開されている。

◉福祉教育手引書「ともに生きる」発行
　「福祉教育を進めるための県民会議」開催
県下の福祉教育関係者及び住民等約1,500人が参
加した。

◉福祉教育副読本「思いやる心」発行
「福祉教育を進めるための住民会議」開催への助成
事業開始（～1986年）

◉「福祉教育推進の集い事業」（～ 1996）
ブロック単位で福祉教育に関する住民の集いや研
修会を開催するための助成事業。4年間で32郡市
社協へ助成した。

◉「福祉体験教室開催事業」
市町村社協において、福祉教育を推進するため、
車いす・アイマスク等体験、施設訪問や交流活動等
の体験教室を国庫補助事業により開始した。

◉長野オリンピック SO 応援アートフラッグ
お古のシーツをキャンパスに、応援のポーズを鮮や
かに色づけした応援の旗は、全国から2,000枚以上
寄せられ、競技会場や商店街、善光寺などを彩った。
福祉でまちづくりの「仕掛け方」の一つとして、各地
で取り入れられている。

◉「福祉体験教室開催事業」を
　「福祉活動体験事業」に移行
体験を通じて福祉の心を育てるとともに、体験をボ
ランティア活動の実践や、福祉職場への就業に繋げ
ようとしたもの。県社協が市町村社協に委託して実
施する事業で、2001年度までに31市町村社協で実
施した。

◉スペシャルオリンピックス冬季世界大会 
　長野開催

◉介護保険法改正
介護予防サービスの導入、地域包括センター設置、
地域密着型サービスの導入

◉福祉教実践ガイド発行開始

◉長野県にて日本福祉教育・ボランティア学 
　習学会第23回大会開催

1980

1982

1983

1993

1996

1998

1999

2005

2006

2010

2017

全国的な取り組み 長野県の取り組み

別冊「福祉教育のススメ」の裏表紙に掲載！

現在の福祉教育実践につながっている！

年代

1980

1989

1990

2000

2010

2020

「ICIDH」が作成され各地
で疑似体験プログラムが
取り組まれるように。
＊詳しくは4P下部参照

昭和→平成 市町村によっては
教育機関や行政との連携が
うまくいったところと
いかなかったところがあったよ
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　福祉教育のプログラムを実施するためにはどうすればいいのでしょうか。
　ここでは、実践前から実践後までの流れとそのポイントをご紹介します。
　この流れに沿って進めなければいけないわけではありませんが、意識することでより気づきや学び
が深まります。

～あなたが担当者だったら～
福祉教育の実践に向けて

1 ねらい・目的をはっきりさせましょう

まず実践前は…

　ねらい・目的を決めてしまう前に、福祉教育実践を通して参加者に何を学んでほしいのか、みんなが「ふ
くし」について考えることでどのような社会にしていきたいのかを考えてみましょう。
　これはこれから企画する実践のベースになります。

※学校と（で）実践する場合
　学校目標やカリキュラムの目的を参考にしてみると、少しねらい・目的が明
確になってくるかもしれません。
　抽象的でかまいませんが、これだけは気づいてほしい、考えてほしいという
ことは何かしらあるはずです。他の先生に聞いてみてもいいかもしれません。

例えば… ◉「日常生活の中で○○に配慮できるようになってほしい」
◉「みんなが○○をこう考えるようになってほしい」　　など

2 情報収集をしましょう

　ねらい・目的に対し、現状（強み）や課題を把握しましょう。得た情報は打ち合わせ時に共有し、簡単
に意見交換をしましょう。現状（強み）や課題を全員が把握することで、同じねらい・目的をもって取り
組むことができます。

 3 どのような人と協力して取り組むか考え、つながりましょう （プログラムの検討）

　福祉教育を実践していくためには、実践者だけでなく講師やボランティア活動者、福祉施設等の協力者
が必要です。様々な人とつながり、協力することで、実践者以外の視点を取り入れることができます。ま
ずは自分がどのような活動をしているのかを知ってもらいましょう。

例えば… ◉「 ふくし」について考えるプログラムの場合、事前に参加者に「ふくし」と聞いて何をイメー
ジするか聞いてみる

◉他の団体や社協で同じような目的・ねらいで実施したプログラムや参考例がないか探し、
担当者に留意点等を聞いてみる

◉インターネットで検索してみる
（障がいにはどのようなものがあるのか、福祉施設にはどのようなものがあるのか　など）

例えば… ◉当事者理解を目的としたプログラムを検討している場合
　⇒ 当事者とつながり、目的を共有し、協力を依頼する
◉福祉施設に行って利用者と関わりたい
　⇒ どのような施設がねらい・目的に合っているか考え、協力を依頼する

6ページに
記載しましたが、
「去年と同じ」は
NGです！
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 4 相手の都合を考えながら事前に打ち合わせを行いましょう
（プログラムの作成・実施計画完成）

　福祉教育を実践していくためには、実践者だけでなく講師やボランティア活動者、福祉施設等の協力者
が必要です。様々な人とつながり、協力することで、実践者以外の視点を取り入れることができます。ま
ずは自分がどのような活動をしているのかを知ってもらいましょう。

①Why	 ねらい・目的	
②Who	 誰に対して（参加者）、誰と（協力者）
③When	 いつ
④Where	どこで
⑤What	 なにを（プログラムの大枠）
⑥How	 どのように（プログラム内容の詳細）

※何度も集まって打ち合わせをするのは大変です。プログラムが決まったら、詳細をどのように連絡し詰めて
いくのかも決めておきましょう。

＋
●用意する物
●協力者との
　連絡手段
●注意事項
　　　　　など

打ち合わせの内容は５W１H+αで整理！

5 参加者の感じたことは尊重しましょう

　実践を通して参加者が “かわいそうだから助けてあげなくては ”“1人では何もできない ”などと感じた
のであれば、それは１つの考えとして尊重しましょう。ただし、負の印象で終わってしまわないよう、そ
れぞれの個性や相互の助け合いについて気づき、考える時間もつくりましょう。

※特に疑似体験プログラムの場合、負の印象だけで終わりやすいため、何回か連続したプログラムとして活用
したり、当事者の方のお話を聞く時間をつくるなどの工夫が必要です。　　　

6 実践者や協力者が参加者の考えを誘導しないよう注意しましょう

　参加者の意見を聞く前に、答えを誘導したり提示したりすることで、参加者の考えを妨げる可能性があ
ります。参加者が自らの考えをもち、気づきが生まれるようにしましょう。

例えば… ◉答えを誘導してしまう NG 例
　「みなさん、体験してみて大変でしたか？」
　「怖かったと感じた人が多いと思います」
　「○○の人はかわいそうなので、みなさん声をかけてあげましょう」

7 他の参加者の意見も聞けるようにしましょう

　他の参加者の意見を聞くことで、自分の考えとの違いに気づき、人それぞれ「感じ方は違っていい」と
いうことがわかります。

実践をするうえでのポイント
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9 繰り返して行いましょう

　その時々の環境や気持ちが変われば感じ方も変わるように、一度目で気づかなかったことを二度目で気
づくこともあります。同じテーマでも少しずつ実践方法を変え、多くのことに気づけるよう工夫をしましょ
う。

8 参加者や実践者・協力者もふりかえりの時間を作りましょう

　実践を通して何を感じ、何に気づいたのか、またそれを今後の生活にどう活かしていきたいのかなど、
気持ちを整理しながら他の人がどう感じたのかも聞けるようにしましょう。ふりかえることで新たに気づ
くこともあります。参加者だけでなく、実践者や協力者もふりかえりを行い、今後の実践をよりよくする
ためのヒントを探しましょう。

例えば…

　参加者のふりかえりでは
◉参加してどのような気づきや学びがあったか
◉疑問に残ったことはあったか
◉実践中にどのような人と関わったか
◉自分の今後について何を思ったか
◉今回の気づきや学びを参加していない人に
　対してどのように伝えていくか
◉他の人と意見交換ができたか

実践後は…

　実践者・協力者のふりかえりでは
◉ねらい・目的は達成できたか
◉参加者の反応はどうだったか
◉様々な人と協力して実践できたか
◉参加者と一緒に体験・学習できたか
◉実践を通して何を気づき、学んだか
◉今後に向けた課題や目標はあるか
◉どのように次につなげていくか

例えば…

打ち合わせの内容を整理できるよう
「福祉教育　打ち合わせシート」を作成しました。

ポイント④の５Ｗ１Ｈ＋αを意識しながら
ぜひご活用ください！

また、Word のデータを
県社協ＨＰ「ふれあいネット信州」に掲載しています。
　⇒ http://www.nsyakyo.or.jp/vola/education.php

項目や内容にアレンジを加えるのもＯＫです。
自分の使いやすい

打ち合わせシートをつくりましょう！ ふりかえりシートを
つくってみるのもいいかも！
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打ち合わせ
メンバー
（連絡先）

協力依頼先

実践日時

参加者

プログラム名

ねらい・目的

内容（会場図が書き込めない場合は裏面をご活用ください）

（何を伝えたいのか
何を学んでほしいのかを

明確にしましょう）

準備品等
（誰が何を用意

するのかを
決めておきましょう）

参加者の
情報・
注意事項

実践後の予定（例：ふりかえりを行う日時）

プログラム
について

場所

人数　　　　　人

年　　　　月　　　　日  （　　　）打ち合わせ日

福祉教育　打ち合わせシート
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がっこう×福祉教育 かてい×福祉教育

「みんなが幸せに暮らせるために」

　年度当初、福祉教育の出前福祉講座について掲載されている「福祉教育ガイド」を学校にお渡し
しました。すると９月中旬頃、それを見た小学校の先生から、11月の人権教育に合わせて福祉教
育の授業の依頼がありました。
　依頼当初は「高齢者疑似体験」と「車いす体験」のコースを希望されていたものの、目的の設定を
悩んでおられる様子があり、学校に伺って打ち合わせをすることにしました。打合せをするなかで
「学校生活でお互いを思い合える関係」や「違いを認め合う」ということを大切に考えたいというこ
とになりました。そのため、疑似体験プログラムではなく、“支え合い ”や “ 認め合い ”を実感で
きるミニゲームを提案し、実施することにしたのです。

飯田市社協 小学校での実践

関わった方々：小学校の先生方、飯田市社協、安曇野市社協山岸さん

〉9月中旬

小学校の先生から出前福祉講座の依頼がある。

依頼 〉10月上旬

学校に訪問し、打ち合わせ。ねらい・目的を
確認し、低学年にもわかりやすく、飽きてし
まわないよう、ミニゲームを組み合わせたプ
ログラムを実施することになった。

学校で打ち合わせ

実践まで
の流れ

先生：
　　ミニゲームを通して、落としどころが福祉の基本であ
ることを体感する内容でした。子どもたち、保護者が楽
しく活動しながら、福祉を身近に感じることができまし
た。

社協：
　　既存のプログラムをそのまま実施するのではなく、ア
レンジを加えられるかどうかや、新しいプログラムで実
践することが可能か考えました。

　　ねらい・目的に合わせ、今回は疑似体験プログラムで
はなく、ミニゲームを組み合わせることを提案。実践中
は子どもたちの反応を見ながら声掛けの内容などに注意
しました。

ふりかえり

気づき
お互いに考えを伝え合うことや

ちょっとした一言が大切
ということに ( 改めて ) 気づける

気づき
一緒に参加することで

“ 支え合い ” や “ 認め合い ” を
子どもにどう伝えていけばいいかが

見えてくる

保護者

きっかけ、
目的

参観日に実施するため
保護者の方も

参加してもらうことと、
３学年合同で行えるよう
集会室で実施することに

しました。

福祉教育実践の参考例 〜この活動も福祉教育！〜

飯田市
社協

柴原さ
んから

の

ご紹介

保護者

実践のお宝
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〉11月上旬

ねらい・目的に合わせたミニゲームの落とし
どころを確認。

最終打ち合わせ 〉11月下旬

午前は低学年 (1,2,3年生 )、午後は高学年 (４,5,6年生 ) にプログ
ラムを実施。
＜実施したミニゲーム＞
低学年：①１分間ゲーム ②片足立ちゲーム
　　　　③輪ゴム取りゲーム  ④ちょっとした幸せの話
高学年：①１分間ゲーム  ②輪ゴム取りゲーム
　　　　③ちょっとした幸せの話 ④○○さんが言いましたゲーム

まとめのメッセージ
　ふくしは「弱い人や困っている人を助けること」と難しく考えて
しまうかもしれないけれど、ふだんのくらしのしあわせをみんなで
考えながら、優しい気持ちで笑顔で助け合ったり、支え合ったりし
て毎日の生活が送れたらそれだけで幸せ。みんなで幸せに学校生活
を楽しんでほしいです。

ここで挙げているミニゲームの一部は、
2016年3月発行の「福祉教育実践ガイド」の

Ｐ14、15ページで紹介しています！
県社協ＨＰ「ふれあいネット信州」にも

掲載してありますのでぜひご覧ください。
⇒ http://www.nsyakyo.or.jp/vola/education.php

プログラム実施

協 働
生徒に何を伝えたいのかをベースに

それぞれの視点をふまえて
プログラムを考えることができた

気づき
落としどころを明確にすれば

難しい講義をしなくても
伝えたいことが伝えられる

つながり
年度当初に挨拶に

行っただけの関係から
協働で取り組める関係になった

実践者、協力者

「○○さんが言いました、～をしてください」と
いう指示に従って行動するゲーム。
＜ポイント＞
◎間違えたり失敗するのは当たり前。失敗して
も笑いあって楽しみに変えてしまおう。
◎手をつないで支え合うと、失敗しそうになっ
た時に支えてもらえる。支え合いって大切。

○○さんが言いましたゲーム

左手首につけた輪ゴムを、右手や口などを使わずに外す
ゲーム。
＜ポイント＞
◎困った時に「助けて」と言うこと。そして、助けてもらっ
たら「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えることが大切。
◎「助けて」が言えない人もいることを考え、「大丈夫？
困っていることはない？」と声をかけてみることも大切。

輪ゴム取りゲーム

同じ “ １分間 ” でも、人によって感じ方は様々で
あることを体感するゲーム。
＜ポイント＞
◎自分の感じ方や価値観の違いの理解を促すと
ともに、一方的に自分の気持ちや価値観を押し
付けるのはよくないことを伝える。

１分間ゲーム

まずは自分がどんな時に幸せを感じるかを考え、周りの人
はどんなことに幸せを感じるか聞いてみる。
＜ポイント＞
◎一人で考えている時は笑顔じゃなかったけれど、みんな
で話始めたら笑顔になった。
◎幸せなときは笑顔になる。周りの人と共有すると笑顔が
広がる。
◎幸せの形は人それぞれ。みんな考え方が違うから、お互
いに認め合って笑顔で過ごすことができたら幸せ。

ちょっとした幸せの話

詳細はこちら！
飯田市社会福祉協議会　TEL.0265-53-3180

各地域で取り組まれている事例をいくつかご紹介！
参考にするも良し。ＴＴＰ（てっていてきにパクる）も良し。アレンジを加えるも良し。

詳しく聞いてみたい事例があったら、お気軽に連絡を！

実践のお宝
実践者、協力者
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ちいき×福祉教育

地域を超えて雪でつながる

「雪堀りとうど塾」

　平成18年の豪雪は経験値を遥かに超え、それまでの除雪体制（家族・隣近所の助け合い、
業者への依頼、行政の支援）では除雪が困難に…。この時飯山市社協は初めて大雪による雪害ボラ
ンティアセンターを立ち上げ、県内外からのボランティアの力を借りることになり、「助けて」と
声をあげれば多くの人が駆けつけてくれることを知りました。
　この経験を活かし、平時の冬期間においても市内外、県内外の参加者に除雪体験などを通して雪
に親しんでもらい、更に雪への「対策」も同時に見ていただくことにより雪国のくらしや飯山市の
良さを知ってもらうとともに、ボランティアと地域住民との交流、地域を越えた継続的な助け合い
の仕組みづくりを目指して実施しています。

飯山市社協

関わった方々：地区社協役員、民生委員、地区住民、いいやま観光局、飯山市社協、県社協

〉5 ～ 6月

地区長会議で「雪堀りとうど塾」の概要を紹介。
その後、実施する地区を決めていく。
（地区からの申し出 or 社協から依頼）

依頼 〉10～11月

実施する地区社協と打ち合わせ。（２、３回）
ボランティア・地域住民・地区社協・飯山市
社協のそれぞれの役割分担。民生委員が雪掘
り体験対象の世帯を選び、承諾をとっておく。

打ち合わせ

実践まで
の流れ

毎年ふりかえりアンケートを実施。実践中の声も来年実施する際の参考にしています。
～アンケートの一部をご紹介～
参加者：
　「雪かきの知識はもちろんですが、地域の方と触れ合えた時間が自分としてはよかったです」─
　「継続したつながりがあるからこそ飯山に何かあった時には助けたいと思う気持ちにつながるの
だと思います。県外であっても助け合いの精神を大切にしていきたいと思います」

地域住民（指南役）：
　「講習も充実した内容で勉強になりました。実技も分かりやすく作業しやすかったです」
　「遠くから参加してくださった皆さんと仲良く楽しいひと時を過ごせてよかったです」
　「合同開催ということで、各地区の負担も少なくて有意義だったと思います」
社協：
　　飯山市内は10地区に分かれており、毎年開催地区を変えています。10年かけて一周し、
　11年目からは担当地区の負担軽減も考慮し、３地区合同で開催することにしました。
　アンケートには良い感想だけでなく、時間配分や内容、参加費についての意見もあり、とても参
考になります。

　　リピーターが多く、地域住民が「おかえり」と迎える場面が見られます。参加者からは「ニュー
スで長野や飯山と耳にすると、おじさんやおばあちゃんの顔が浮かんできて、どうしているかと
考えてしまう」という声も聞こえ、様々な人が関わりつながるきっかけとなる事業であると感じ
ています。

ふりかえり

きっかけ、
目的

毎年必ず地元役員に
事業の内容と依頼を行います。

開催の目的などは
毎年聞かれるものの、

既に事業を知っている方も増え、
少しずつ周知ができています。

福祉教育実践の参考例 〜この活動も福祉教育！〜

野沢温
泉村社

協

松村さ
んから

の

ご紹介

互いに納得がいくまで
打ち合わせを行うことで、

当日スムーズに
展開するかが決まります。
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〉12 ～翌年1月

参加者募集。地区社協役員と飯山市社協で
最終打ち合わせ。

最終打ち合わせ 〉2月上旬

１日目（ＰＭからスタート）
　①座学　
　飯山の冬の暮らし・平時の除雪体制・地域性・雪害について説明。
　②実習
　外に出て、楽しみながら除雪ダンプやスコップの扱い方、かん

じきの脱着の仕方、屋根からの落雪や排雪時の注意点を学ぶ。
　③宿泊施設にて夕食交流会
２日目
　①オリエンテーション
　②各対象の家へ移動（地区役員は直接集合）
　　指南役（住民）の指示に従い、除雪作業開始
　　⇒指南役（住民）の指示で終了、道具回収
　③修了式
　　地区長から、雪堀りとうど塾受講認定証が渡される。
　④昼食交流会で流れ解散（飯山駅まで送迎バス有）

プログラム実施

協働
それぞれが役割を持つことで

ともに取り組む意識が生まれる

学び
雪国のくらしや
飯山市の風土を

知ることができる

気づき
自分に何ができるのか

自分の地域に活かせることは
何か考え、気づくことができる

受援力
支援を受けいれるとは
どういうことなのか、
地域順民の受援力が
徐々に養われていく

詳細はこちら！
飯山市社会福祉協議会　TEL.0269-62-2840

技術系講師をお呼びし、
指南役である住民も

雪かき道具の安全な使い方を
どのように参加者に
伝えればいいのかを
学ぶことができます。

学び
自分の地域を

知ってもらうための
工夫を考えられた

発見
地域のお宝、

住民の課題を発見

つながり
他職種との連携によりつながりが深まる

「また来たい」と思える（思ってもらえる）
関係づくりができる。リピーター多数！

冬期間以外のボランティアと
地域住民とのつながり・連携づくりに

参加者

参加者 地域住民

実践者、協力者地域住民

か
ん
じ
き

実践のお宝
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「防災学習」 

　三郷中学校では地区 PTA主催による地域学習会を毎年実施しています。
　そんな中、中萱地区の PTAの役員から相談を受けました。
　「あまり災害とは無縁と思われる地域で育った子どもたちが、いずれ都会に出ていくことも
あるかもしれない。そんな時に、自分の命を自分で守る方法を学ばせたい。そして、この地域
の自然や人との関わりのすばらしさに気づき、自分たちの育った地域に戻ってきて欲しい」
　これをきっかけとして、平成27年から中萱地区と一日市場地区で「防災学習」を実施。
　地区の中学1年～ 3年生と保護者、地域の皆さんが一緒に、防災学習をとおして災害などに
ついて学ぶだけでなく、「地域での自分たちの役割」や「人とのつながり」についても学ぶ機会
としています。

安曇野市社協

三郷中学校地域学習会（中萱地区）

関わった方々：三郷中地区 PTA、民生児童委員、地区役員、育成会、ボランティア、安曇野市社協

〉年度当初

中学校の地区 PTAより社協に「地域学習会」へ
の協力依頼があり、社協から講師へ依頼する。

依頼 〉10月

地区 PTA 役員・当日講師・社協担当者が出
席しお母さん方が子どもたちに「防災」をテー
マとして「何を学んでほしいのか」について
検討。

第１回 打ち合わせ

実践まで
の流れ

ふりかえりはアンケートで実施しています。
～アンケートの一部をご紹介～
生徒：
　「グループごとにクイズ形式で教えてもらったので、よりわかりや
すく学ぶことができました。また、いろんな人の意見を聞き、今
まで気がつかなかったことを自分の中に取り込むことができてよ
かった」

　「学習会の経験を実際に災害が起こってしまった時、生きるために
活かせるようにしたいと思う」

　「地域の方達と一緒に学び交流を深めることができてよかった」
PTA・地域住民：
　「防災という必要なことを子どもと一緒に学べてよかった」
　「ゲーム感覚ながら、たくさんのことを学べてよかったです」
　「大人と子どもが一緒に考えたり、意見を言い合えることはいい
ことだ」

先生：
　　学校の授業では学べないこと、私たちでは気づかないことがた
くさんありました。

社協：
　　安曇野市社協では、「防災学習」をいろいろな形で実施し
ています。災害は誰もが我が事としてとらえることができ
やすいテーマです。防災をテーマとして、災害時に命を守
ることを学ぶだけでなく、大人と子どもも一緒に考える機
会をとおして、知り合い、地域の一員としての役割を考えま
す。年1回の開催ですが、毎年続けることで学びが深まってい
きます。

ふりかえり

協 働
中学校の地区 PTA と社協との
協働による「防災学習」のため、

地域のつながりに
重点を置くことができる

つながり
地域の方と中学生が

一緒に取り組むことで
お互いが顔見知りになり、

普段からのつながり
「あいさつ」などに発展

きっかけ、
目的

福祉教育実践の参考例 〜この活動も福祉教育！〜

安曇野
市社協

山岸さ
んから

の

ご紹介

PTAのお母さん方が、
子どもたちに学んでほしいこと、
伝えたいことをお聞きして

プログラムを組み立てていきます。

がっこう×福祉教育 かてい×福祉教育 ちいき×福祉教育

実践のお宝
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〉10 ～11月

地区 PTA より、地域の方への参加依頼をす
る。（地区役員・育成会・民生児童委員・ボ
ランティアなど）

参加依頼 〉11月

当日の日程・プログラム・役割などの確認。

第2回打ち合わせ

発 見
地域のよいところを発見し、

地域の人を知る

学び
地域のことは地域の大人から

大人も、子どもの考え方から学ぶ

気づき
他の人の意見を聞くことで、

新たな気づきが生まれる

　地域の方と子どもたちは初対面の方が多いのでこれから
一緒に考えたりクイズに取り組むためのチーム作り。
例えば…１人１枚新聞紙を広げてその上に乗り、じゃんけ
んに負けたら半分に折る。チームみんなの新聞を隙間なく
つなげてチーム対抗で行う。
＜ポイント＞
◎少しずつ距離が近くなっていく。
◎どう乗ったらみんな乗れるかを自然に相談できる。

チームビルディング

詳細はこちら！
安曇野市社会福祉協議会 TEL.0263-72-1871

〉11月

三郷中学校　地域学習会にて実施。
クイズやゲームで学ぶ　チーム対抗
1チーム（中学生4名・大人2名程度）
①チームビルディング
　中学生と地域の方とが知り合う
②災害＆三郷クイズ
　地域のリスク・一人で災害編
③クロスロード＆最後のセリフ
④災害サバイバルゲーム
⑤まとめ

プログラム実施

講師や内容は
毎年変わります！

Ｈ27の資料より抜粋

実践のお宝
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わいわい
まち

なんだか

ひとりぼっちな

気がするまち

ぽつり
まち
ぽつり
まち

社会福祉法人
〒380-0928 長野市若里7-1-7　TEL.026-226-1882　FAX.026-228-0130
E-mail  vcenter@nsyakyo.or.jp　　URL  http://www.nsyakyo.or.jp/

長野県社会福祉協議会  まちづくりボランティアセンター
2020年発行

発行：

にこにこ

みんなで一緒に

くらすまち

全国社会福祉協議会  全国ボランティア・市民活動振興センター協力： 社会福祉法人

福祉教育を難しく考えすぎず、
自分の伝えたいことや思いを
伝えられる機会として

捉えられたら、少し気持ちが
楽になるかと思います。
飯田市社協　柴原

福祉教育初心者からベテランまで　
「なるほど…」と学び
「そうだったのか…」と

納得できること間違いなしです！
安曇野市社協　山岸

担当者としての想いや考えを
ひとつの柱にしてもらいたく、
がんばって作成しました。
軽井沢町社協　土屋

福祉教育初心者の目線で
疑問に思ったことをベースに
まとめました。幅広く様々な方に
読んでいただきたいです！

県社協　金井

福祉教育って？
私も手探りできたけれど、

この編集に関わり気づきました。
生活すべてが福祉教育なんです。
テーマは何でもOKで、

あとは仕掛けを如何に組むか。
社協マンの腕の見せ所。
野沢温泉村社協　松村

福祉教育の推進に関する研究会
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1

コロナ禍での
福祉教育プログラム

「それどころではない」
「今までのような取り組みができない」
「学校は一年空くと関係が切れてしまう」
「今だからこそ、福祉教育が必要なのに」

コロナ禍の地域福祉
行き過ぎた感染対策は「隔離」を生む。
遅すぎた経済支援は「困窮」を生む。

感染防止か、経済活動か、二者択一ではないのではないか。
この両方が回らないと、社会が「分断」されてしまう。
分断されない社会。そのために「つながり」が大事。

コロナ禍での経験を踏まえた「つながりの再構築」を考える。

2

1

2
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2

新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう!
～負のスパイラルを断ち切るために～

※教材の紹介
ガイド、振り返りシート、動画

３
つ
の“
感
染
症
〟
は

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？

①未知なウイルス
でわからないこと
が多いため不安が
生まれる

②人間の生き延びよ
うとする本能により
ウイルス感染にかか
わる
人を遠ざける

③差別を受けるのが怖く
て熱や咳があっても受診
をためらい、結果として
病気の拡散を招く

こ
の“
感
染
症
〟
の
怖
い
と
こ
ろ
を
一
人
一
人
が

理
解
し
て
感
染
の
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

第１の“感染症”
「病気」

第２の“感染症”
「不安」

第３の“感染症”
「差別」

負のスパイラルで“感染症”が拡がる

3

4
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3

皆
さ
ん
も
、

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
悪
い
情
報
ば
か
り
に
目
が

向
い
て
い
た
り
、
な
に
か
と
ウ
イ
ル
ス
に
結
び

付
け
て
考
え
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
あ
の
人
咳
し
て
る
・
・
・
コ
ロ
ナ
な
ん
じ
ゃ
な
い
」

「
あ
の
地
域
は
コ
ロ
ナ
が
流
行
っ
て
い
る
か
ら
あ
そ
こ

の
も
の
を
買
う
の
は
や
め
よ
う
・
・
・
」

「
熱
が
あ
る
け
ど
怖
い
か
ら
黙
っ
て
い
よ
う
・
・
・
」

こ
の
よ
う
に
思
い
、
行
動
す
る
こ
と
か
ら
“
感

染
症
〟
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の“
感
染
症
〟
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
？

第
１
の“
感
染
症
〟
を

ふ
せ
ぐ
た
め
に

１
人
１
人
が
衛
生
行
動
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

「
手
洗
い
」

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

「
人
混
み
を
避
け
る
」

な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
行
動
を
、

自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
周
り
の
人
の
た
め

に
も
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

5

6
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4

第
２
の“
感
染
症
〟
に

ふ
り
ま
わ
さ
れ
な
い
た
め
に

不
安
や
恐
れ
は
身
を
守
る
為
に
必
要
な

感
情
で
す
が
、
不
安
や
恐
れ
は
私
た
ち
の

気
づ
く
力

聴
く
力

自
分
を
支
え
る
力

を
弱
め
、
私
た
ち
か
ら
力
を
奪
い
、

時
に
冷
静
な
対
応
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
態
に
対
応
し
て
い
る
す
べ
て

の
方
々
を
ね
ぎ
ら
い
、
敬
意
を
払

い
ま
し
ょ
う
。

•

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭

•

高
齢
者

•

治
療
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

•

自
宅
待
機
し
て
い
る
人

•

医
療
従
事
者

•

日
常
生
活
を
送
っ
て
社
会
を
支
え
て
い
る
人

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
感
染
を
拡
大

し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

第
３
の“
感
染
症
〟
を

ふ
せ
ぐ
た
め
に

7

8
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5

あなたのまちでやさしさをひろげるために
～思いやり・つながり・支えあう～

9

“
新
し
い
顔
〟
に
か
え
て
い
こ
う
！

10

全国社会福祉協議会ボランティア・市民活動振興センター

9

10
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6

11

“やさしさ”がひろがる
（やさしさの連鎖）

“
や
さ
し
さ
”
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う

10

思
い
や
り
の
力
を
高
め
る

11

12
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7

17

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ぶ

「
共
生
」
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
の

「
健
康
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

27
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8

福祉教育を止めるな!
福祉教育は不要不急ではない。

コロナ禍でもできる工夫。
今、できる福祉教育。
今だからこそ、やるべき福祉教育。

学校教育、社会教育とのつながりを。

15

15

34



1

2

35



3

4

36



5

6

37



7

8

38



9

10

39



11

12

40



13

14

41



15

16

42



17

18

43



19
01/10/2020

20

44



21

22

45



23

24
01/10/2020

46



25

26

47



27

28

48



29

30

49



31

32

50



33

34

51



全社協版『あなたのまちでやさしさをひろげるために』の考え方 

日赤が作成した『新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう』は、「病気」―「不安」―

「差別」という関係を構造的に認識し、その関連における「負のスパイラル」を断ち切ると

いうメッセージは、とても重要な視点であり、大変参考になります。 

そのことを基本にした上で、

全社協としては、福祉教育の観点から、この「3つの顔」を次のように転換していきたい

と考えました。 

① 「病気」－「不安」－「差別」という、マイナスの「3つの顔」を、これからプラスの

顔に変えていく。今の課題を、ストレングス（つよみ）に変えていくという発想です。 

それは「健康」－「安心」－「共生」という新しい「3つの顔」です。 

※健康とは、WHO憲章「健康とはただ疾病や傷害がないだけでなく，肉体的，精神

的ならびに社会的に完全に快適な状態であること」 

② そのときに「負のスパイラル」も、「やさしさの循環」にしていく必要があります。 

「健康」 → 「安心」  思いやる  自分のことだけではなく、他者のことを思い

やること。 

「安心」 → 「共生」  つながる  閉じこもってしまうのではなく、人とつなが

っていこうとする。 

「共生」 → 「健康」  支えあう  自分にできること、相手に助けてもらうこ

と。お互いに支えあうことで、みんなの健康

を創り出します。 

③ この3つの力、「思いやる力」、「つながる力」、「支えあう力」を育むことが、 

コロナ禍で、「不安」を軽減し「嫌悪、偏見、差別」を生まないことにつながります。

また、この3つの力を育むことが、「地域共生社会」の実現にむけた意識を形成して

いきます。 

④ そのなかでは、福祉教育として、個人だけではなく社会に目を向け、コロナ禍で生じて

いる偏見や差別について、より深める必要があります。そこで感染症の事柄から、「ハ

ンセン病問題」を取り上げています。 

⑤ 全社協版の福祉教育では、 

（1）「健康」、「安心」、「共生」という顔に変えていくこと。 

（2）そのために「思いやる」、「つながる」、「支えあう」という3つの力を育む

こと。 

（3）3つの力によって、3つの顔が創り出され、それが「やさしさの循環」としてひ

ろがる地域社会を意図しています。 

⑥ このプログラムの対象は、中学生をイメージしています。小学生、あるいは大人用には

発達段階などを意識して、工夫してください。 
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⑦ コロナ禍で福祉教育を実施することは、とても条件が難しいです。そこで「50分」の

場合、「100分」の場合など複数の学習指導案（プログラム）を示しました。 

また全体をひとつの単元（カリキュラム）として、単元計画も示しています。 

ただし、これらはあくまでも例示です。 

⑧ 実践にあたっては、それぞれの地域、学校・子どものニーズや状況を踏まえて、地域の

関係者の話を加えるなど、リアリティを大切にした展開が大切です。 
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全社協版 コロナ禍における福祉教育プログラム例 

全社協版『あなたのまちでやさしさをひろげるために～思いやり・つながり・支えあう～』ワークシート

を活用した授業プログラム例を紹介します。このプログラム例を参考にして、各学校の状況や学習希望内容

に応じて活用してください。 

※全社協版ワークシートやプログラムはコロナ禍の福祉教育教材の一つの参考です。このワークシートやプ

ログラム例を全国統一的に広げるものではありません。 

授業のねらい 

コロナ禍において生徒たちを取り巻く環境は大きく変わっている。感染防止をすすめるなかで孤立化が進

んでしまうこと、また過度な不安や防衛の意識が、排除や差別を生んでいることは見過ごすことができな

い。コロナ禍だからこそ、生徒たちが福祉教育を通して、自らの生活を含めた社会と向き合い、人権意識を

高め、共生にむけた態度を、より主体的・対話的で深い学びによって形成する。 

教材  
・日本赤十字社『新型コロナウイルスの 3 つの顔を知ろう』 

・全社協版『あなたのまちでやさしさをひろげるために～思いやり・つながり・支えあう～』ワークシート 

対象  
・中学 1 年生 

授業プログラム例  

下記の所要時数の違う５つのプログラム例を作成しています。コロナ禍の中で学校が確保できる授業時数

等に応じて選択し、参考にしてください。 

（なお、下記プログラムは日赤の「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」の教材を学習後に、さら

に福祉教育的視点で深めるプログラムになっています。） 

A  １限（ 50 分）プログラム     ワークシートを中心に行う

B  ２限（100 分）プログラム        ワークシートとゲストによる話題提供（つながる力）を行う

C  ２限（100 分）プログラム        ワークシートとゲストによる話題提供（支えあう力）を行う

D  ２限（100 分）プログラム        ワークシートを中心にハンセン病への差別の教訓を考える

E  ５限（250 分）プログラム    １つ１つの「顔」を詳しく取り上げる場合

※E については単元（5 時限プログラム）のため、「単元計画（各授業の学習内容を示したもの）」と「本時

の指導計画（5 時限の中で、最も学びを深めたい授業の指導計画。本単元でいえば、3 時限目にあた

る。）」を作成している。 

※いずれもスライド 31～33 は、事後学習として活用可能。 
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A １限（50 分）プログラム ～ワークシートを中心に行う～

本授業のねらい 

「新型コロナウイルスの 3 つの顔」として、それぞれ病気（医学的側面）・不安（心理的側面）・差別（社

会的側面）について理解をしたうえで、本授業では、この 3 つの顔を「新しい顔」に変えていく、つまり

「健康・安心・共生」に転換していくために必要な、「思いやり、つながり、支えあい」について、生徒自身

の体験や考え方から洞察し、そのことを主体的に身につけていけるよう促したい。 

柱 
時間 

(目安) 
スライド ねらい・内容 評価の視点 

①導入      ４分 

１・２ 

３・４ 

５ 

・新型コロナの問題を自分にひき

つけて考える 

・「３つの顔」を復習する 

・３つの顔を新しい顔にすること

を理解する 

「３つの顔」と負のスパイ

ラルについて復習できた

か。 

本時のねらいを理解で

きたか。 

②３つの新しい顔

にするには  第

１の顔「健康」 

２分 

６・７ 
・自ら感染対策がきちんと励行で

きているか、ふりかえる。 

生徒自らが、日常の感染 

対策について振り返り、そ

の必要を理解できたか。 

③第２の顔「安

心」になるために

思いやりの力を高

める 

１３分 

８・９ 

１０ 
・自分ごととして想像する 

・他者の気持ちを想像する 

・自分のことだけではなく他者の

ことを思いやることを理解する 

生徒自らが、他者につい 

て想像してみることができ

たか。そのことによって、

立場をかえて推察してみる

ことができたか。 

④第３の顔「共

生」になるために

つながる力を高め

る 

１３分 

１１・１２ 

１５ 
・閉じこもってしまうのではな

く、人とつながることの大切さを

理解する 

人とつながることにつ 

いて具体的なイメージを持

つことができたか。 

⑤支えあう力をつ

けることで「健

康」の顔がさらに

元気になる 

１３分 

１６・１７ 

２２・２３

２４ 

・差別が育つスパイラルを理解す

る 

・身近な差別を考える 

・差別するのではなく、支えあう

ということを理解する 

偏見、差別が起こってし 

まうプロセスが理解できた

か。そのうえで、差別にな

らないように生徒が自らの

こととしてとらえられた

か。 

④まとめ     ５分

２６～３０ 

・新しい３つの顔に変えていくた

めに３つの力を育むことを再度確

認する 

本時のねらいが理解で 

きたか。またコロナ禍での

過ごし方について態度を変

容させてみようという意欲

が生じたか。 
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B ２限（100分）プログラム ～ワークシートとゲストによる話題提供（つながる力）～

本授業のねらい 

「新型コロナウイルスの 3 つの顔」として、それぞれ病気（医学的側面）・不安（心理的側面）・差別（社

会的側面）について理解をしたうえで、本授業では、この 3 つの顔を「新しい顔」に変えていく、つまり

「健康・安心・共生」に転換していくために必要な、「思いやり、つながり、支えあい」について、生徒自身

の体験や考え方から洞察し、地域のゲストから実際の様子や気持ちを聞き取り、より関心を持ち共感を促

し、地域にむけて主体的な行動につながるよう促したい。 

B 実際に地域で暮らしている人から話を聞く展開（つながる力） 

柱 
時間 

(目安) 
スライド ねらい・内容 評価の視点 

①導入      ４分 

１・２ 

３・４ 

５ 

・新型コロナの問題を自分に

ひきつけて考える 

・「３つの顔」を復習する 

・３つの顔を新しい顔にする

ことを理解する 

「３つの顔」と負のスパイラ

ルについて復習できたか。 

本時のねらいを理解できた

か。 

②３つの新しい顔

にするには  第

１の顔「健康」 

２分 

６・７ 自ら感染対策がきちんと励行

できているか、ふりかえる。 

生徒自らが、日常の感染対 

策について振り返り、その必

要を理解できたか。 

③第２の顔「安

心」になるために

思いやりの力を高

める 

１３分 

８・９ 

１０ 

・自分ごととして想像する 

・他者の気持ちを想像する 

・自分のことだけではなく他

者のことを思いやることを理

解する 

生徒自らが、他者について

想像してみることができた

か。そのことによって、立場

をかえて推察してみることが

できたか。 

④第３の顔「共

生」になるために

つながる力を高め

る 

１３分 

１１ 

１２ 

・閉じこもってしまうのでは

なく、人とつながることの大

切さを理解する 

人とつながることについて 

具体的なイメージを持つこと

ができたか。 

５０分 

１３ 

１４ 

・Web オンライン、ビデオ

レターなどを活用し、実際に

地域の人から話を聞く。 

現実に、地域で何が起こって

いるのか、ふだん報道されな

い現場の方の語りを受けとめ

られたか。そのことを通して

考察ができたか。 

⑤支えあう力をつ

けることで「健

康」の顔がさらに

元気になる 

１３分 

16・17 

22・２

324・26 

27 

・差別が育つスパイラルを理

解する 

・身近な差別を考える 

・差別するのではなく、支え

あうということを理解する 

偏見、差別が起こってしま 

うプロセスが理解できたか。

そのうえで、差別にならない

ように生徒が自らのこととし

てとらえられたか。 
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④まとめ     ５分

２８～３０ ・新しい３つの顔に変えてい

くために３つの力を育むこと

を再度確認する 

本時のねらいが理解できた

か。またコロナ禍での過ごし

方について態度を変容させて

みようという意欲が生じた

か。 
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C ２限（100 分）プログラム ～ワークシートとゲストによる話題提供（支えあう力）～ 

本授業のねらい 

B と同様

柱 
時間 

(目安) 
スライド ねらい・内容 評価の視点 

①導入      ４分 

１・２ 

３・４ 

５ 

・新型コロナの問題を自分に

ひきつけて考える 

・「３つの顔」を復習する 

・３つの顔を新しい３つの顔

にすることを理解する 

「３つの顔」と負のスパイラ

ルについて復習できたか。 

本時のねらいを理解できた

か。 

②３つの新しい顔

にするには  

第１の顔「健康」 

２分 

６・７ 自ら感染対策がきちんと励行

できているか、ふりかえる。 

生徒自らが、日常の感染対 

策について振り返り、その必

要を理解できたか。 

③第２の顔「安

心」になるために

思いやりの力を高

める 

１３分 

８・９ 

１０ 

・自分ごととして想像する 

・他者の気持ちを想像する 

・自分のことだけではなく他

者のことを思いやることを理

解する 

生徒自らが、他者について

想像してみることができた

か。そのことによって、立場

をかえて推察してみることが

できたか。 

④第３の顔「共

生」になるために

つながる力を高め

る 

１３分 

１１ 

１２ 

１５ 

・閉じこもってしまうのでは

なく、人とつながることの大

切さを理解する 

人とつながることについて 

具体的なイメージを持つこと

ができたか。 

⑤支えあう力をつ

けることで「健

康」の顔がさらに

元気になる 

１３分 

16・17 

22・23 

24 

・差別が育つスパイラルを理

解する 

・身近な差別を考える 

・差別するのではなく、支え

あうということを理解する 

嫌悪や偏見、差別が起こっ 

てしまうプロセスが理解でき

たか。そのうえで、差別にな

らないように生徒が自らのこ

ととしてとらえられたか。 

５０分 

25 ・Web オンライン、ビデオ

レターなどを活用し、実際に

医療や福祉の関係者から話を

聞く。 

現実に、地域で何が起こって

いるのか、ふだん報道されな

い現場の方の語りを受けとめ

られたか。そのことを通して

考察ができたか。 

④まとめ     ５分

２６～３０ ・新しい３つの顔に変えてい

くために３つの力を育むこと

を再度確認する 

本時のねらいが理解できた

か。またコロナ禍での過ごし

方について態度を変容させて

みようという意欲が生じたか 
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D ２限（100 分）プログラム ～ワークシートを中心にハンセン病への差別の教訓を考える～ 

本授業のねらい 

「新型コロナウイルスの 3 つの顔」として、それぞれ病気（医学的側面）・不安（心理的側面）・差別（社会

的側面）について理解をしたうえで、本授業では、「3 つの顔」を「新しい顔」に変えていく、つまり「健

康・安心・共生」に転換していくために必要な、「思いやり、つながり、支えあい」について、生徒自身の体

験や考え方から洞察し、過去のハンセン病の歴史と差別の事実に学びながら、より関心を持ち共感を促し、

地域にむけて主体的な行動につながるよう促したい。 

D ハンセン病へと展開 

柱 
時間 

(目安) 
スライド ねらい・内容 評価の視点 

①導入      ４分 

１・２ 

３・４ 

５ 

・新型コロナの問題を自分にひき

つけて考える 

・「３つの顔」を復習する 

・３つの顔を新しい３つの顔にす

ることを理解する 

「３つの顔」と負のスパイラ

ルについて復習できたか。 

本時のねらいを理解できた

か。 

②３つの新しい顔

にするには  第

１の顔「健康」 

２分 
６・７ 自ら感染対策がきちんと励行でき

ているか、ふりかえる。 

生徒自らが、日常の感染対 

策について振り返り、その必

要を理解できたか。 

③第２の顔「安

心」になるために

思いやりの力を高

める 

１３分 

８・９ 

１０ 

・自分ごととして想像する 

・他者の気持ちを想像する 

・自分のことだけではなく他者の

ことを思いやることを理解する 

生徒自らが、他者について

想像してみることができた

か。そのことによって、立場

をかえて推察してみることが

できたか。 

④第３の顔「共

生」になるために

つながる力を高め

る 

１３分 

１１ 

１２ 

１５ 

・閉じこもってしまうのではな

く、人とつながることの大切さを

理解する 

人とつながることについて 

具体的なイメージを持つこと

ができたか。 

⑤支えあう力をつ

けることで「健

康」の顔がさらに

元気になる 

５０分 

１６・１７ 

１８～２１ 

・差別が育つスパイラルを理解す

る 

・ハンセン病の問題の事実を知

る。 

・当事者の手記から、自分のこと

として考えてみる. 

ハンセン病の歴史と、患者や

家族への差別について知るこ

とができたか。 

手記から自分のこととして考

えることができたか。 

１３分 

２２～２４ 

２６ 

・身近な差別を考える 

・差別するのではなく、支えあう

ということを理解する 

偏見、差別が起こってしまう

プロセスが理解できたか。そ

のうえで、差別にならないよ

うに生徒が自らのこととして

とらえられたか。 
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④まとめ     ５分 

２７～３０ ・新しい３つの顔に変えていくた

めに３つの力を育むことを再度確

認する 

本時のねらいが理解できた

か。またコロナ禍での過ごし

方について態度を変容させて

みようという意欲が生じた

か。 
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E 5 限（250 分）プログラム ～１つ１つの「顔」を詳しく取り上げる場合 

１ 単元計画（指導計画：全５時限） 

時限 活動名 学習内容 スライド 

１ 

【導入】 

新型コロナウイル

スの「３つの顔」

を知ろう 

① 子ども自身がコロナによる生活の変化を振り返る（シート） 

② 「３つの感染症のつながり」「３つの感染症を新しい顔に変

えていこう」」「３つの新しい顔の関係」のサイクルを知る 

③ 単元のねらい（３つの感染症を新しい顔に変えるため、どん

なことができるか）を理解する。 

④ 第１の顔「健康」について考える。 

２ 

３～５ 

６ 

７ 

２ 

【展開①】 

第２の顔「安心」

になるために～思

いやりの力を高め

る～ 

① 既習「３つのサイクル」を振り返り、本時の段階を確認す

る。 

② 自分が言われて嬉しい言葉、悲しい言葉を考える（シート） 

③ 患者、家族、医療・福祉従事者の気持ちを考える（シート） 

④ 大変な状況にある人の気持ちに重ねて「思いやり」の大切さ

を考え、本時の感想を書く。 

３～５ 

９ 

１０ 

８ 

３★ 

本時 

【展開②】 

第３の顔「共生」

になるために～つ

ながる力を高める

～ 

① 既習「３つのサイクル」を振り返り、本時の段階を確認す

る。 

② 自分が独りぼっちの場合どうするか考える（シート） 

③ 見かけなくなった地域のおばあさんについて考える（シー

ト）（原因⇒つながる工夫⇒その他地域で心配な人） 

④ 地域の中でつながる工夫と効果を考え、伝え合う 

⑤ 教師が「コロナ禍でもつながった人の手記」を紹介し、まと

めと本時の感想を書く。 

３～５ 

１２ 

１６ 

１１ 

４ 

【展開③】 

第１の顔「健康」

をさらに元気にす

るために～支え合

う力を高める～ 

① 既習「３つのサイクル」を振り返り、本時の段階を確認す

る。 

② 地域の「支えあう力」が人を元気にすることを知る。 

③ コロナ禍でも人とつながり元気になった当事者（障がい者、

高齢者等）の話を聞く（オンライン使用：社協が調整） 

④ まとめ・本時の感想を書く 

３～５ 

２２ 

２５ 

２７ 

５ 

【まとめ】 

やさしさを広げて

いくために～差別

の顔を見つめる 

① 「負のスパイラル」の危険性を再確認する 

② 老人ホームで働く父親をもつ子が友達に言われた一言につ

いて考える（偏見差別）（シート） 

③ 小グループで考えを伝え合う（誰もが持つ差別につながる

心に気付く）⇒全体発表 

④ 負のスパイラルを断ち切り、やさしさを広げる重要性を理

解する 

⑤ 自分ができることを考え、感想を書く 

１６、１７ 

２３ 

２６～２９ 
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２ 本時の指導計画（５０分：３／５時限目） 

・活動名：「第３の顔「共生」になるために～つながる力を高める～」 

・本時のめあて：コロナ禍だからこそ誰かとつながる意味を考え、共生の大切さに気付く。 

活動内容（・想定される生徒の反応） ◎留意点 ★評価 スライド 

気
付
く

① 既習「３つのサイクル」を振り返り、

本時の段階を確認する。 

◎３つの感染症と新しい顔がどう

つながっているのか意識させる。 

３～５ 

深
め
る

② 自分が独りぼっちの場合どうするか

考えよう（シートによる個人作業⇒

指名発表） 

・身近な誰かに相談する 

③ 見かけなくなった地域のおばあさんに

ついて考えよう（シートによる個

人作業⇒指名発表） 

【原因】 

・人と会うのが怖い（感染） 

・心配してくれる人が身近にいない 

★自分に重ねて具体的に考えてい

る（シート） 

◎教員が発表内容を模造紙にまと

めていき、原因ウェビング図を作

り視覚共有化する。 

★つながりたくてもつながれない

人の立場を考えている（シート） 

１２ 

１６ 

伝
え
合
う

④ 【主発問】地域のおばあさんとつなが

る工夫とその効果を考え、伝え合おう 

（１） シートによる個人作業 

（２） 小グループでの伝え合い 

（３） 全体発表 

【工夫】 

・身近な高齢者に手紙を書く、オン

ラインを教える、役所に相談する 

【効果】 

・心が通じて安心する、もしもの時皆

で助けられる、自分も元気になれる 

⑤ その他地域で心配な人を皆で挙げる 

◎上記の原因を念頭に置いて、現

実的かつ具体的に工夫が考えられ

るよう助言する。 

★積極的に伝え合い、友達の考え

を認めようとしている（伝え合い

活動） 

１６ 

ま
と
め
る

⑥教師が「コロナ禍でもつながった人の

手記」を紹介し、本時の感想を書く 

・つながりの大切さ 

・自分ができること 

※児童の感想の中で「支え合い」に言及

する意見があったら紹介し、次時につな

げる（教師から極力提示しない） 

◎上記活動で考えた「効果」が

「つながる意義」であることを押

さえる。 

◎当事者の手記を紹介すること

で、自分たちの考えにリアリティ

を持たせ、「つながる」大切さを再

確認させる。 

１１ 
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＜グループ討議ワークシート＞ 

 グループ討議シートは、フィードバックに使用します。研修終了後以下連絡先へ提出してください。 

中身については走り書きで大丈夫です。書き直す必要はありません。 

提出先：長野県社会福祉協議会まちづくりボランティアセンター 

Fax：026-228-0130  E-mail：machivc-entry@nsyakyo.or.jp 

 

ワークシートのお題に沿って、グループ討議を進めてください。 

◎名簿に☆印がついている方は進行をお願いいたします。☆の方はいないグループは話し合って決

めてください。ワークシートはあくまでもメモ用紙になります。できるだけ濃い文字でお書きくだ

さい。終了後提出になります。 

➀本日の学び、福祉教育はなぜ必要なのか？ 

②実践の現状・工夫・悩み・意見 

③全社協のコロナプログラムを実際に使う際のアイデア・工夫・妄想 

④わからないポイント、疑問・質問（プログラムを使う際の考え方などについて） 

 

➀本日の学び、福祉教育はなぜ必要なのか？ 

 

②実践の現状・工夫・悩み・意見 

 

③全社協のコロナプログラムの実際に使う際のアイデア・工夫・妄想 

 

④わからないポイント、疑問・質問（プログラムを使う際の考え方などについて） 
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